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2015年薪作り

冬の時期、毎年少しずつ薪作りに時間を割いていますが、2015年はある伝で製材所からの端材を入手する事

ができました。毎年、山に入り間伐材を利用していたのですが、今年は山から間伐材を運ぶ手間が無くなりました。

端材といっても直径50Cm＊長さ2-3mの立派な材木であり4トントラック一杯の量でした。

およそ、1週間かけての薪作り作業です。

山里での薪年間消費量は過去の実績から積上げ換算で、おおよそ長さ3ｍ＊高さ2ｍ＊2列ぐらいの量になります。

今年2015年の薪作りは2-3年分ぐらいに相当します。

乾燥は1年以上行いますので、現在のストック量を考えると2015年薪の使用は早くて3年先になります。

端材の中から、「炊き

つけ」用に裁断し「せ

んば」を28束作りまし

た。

もう一箇所ガレージ前

の隅を利用し高さ1ｍ

長さ6ｍ2列に積上げ、

トタンを被せて2015年

薪作り終了。

ガレージ横の壁を利

用し高さ3ｍ＊奥行き

5ｍに積上げます。少

し高くなり過ぎたので

「つっかい棒」を付け

ています。

斧で、順次割ってゆき

ます。この6年間の経

験から、割り方や力の

かけ方等コツが分かり

体への負担が随分少

なくなりました。

積み上がった丸太。

切り上げた「丸太」は

一個10-20kｇ前後で

結構腰に来ます。

ストーブに入る33Cm

の長さに丸太落としし

てゆきます。大きい物

で直径50Cmありま

す。

愛用のチェンソーを起

動！

ガレージ前まで運ん

でもらった、製材所か

らの立派な端材。


